
項
名

特

定

特

恵

鉱

工

業

産

品

等

特
恵
受
益
国
等

七

関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
別
表
（
以
下

こ
の
表
に
お
い
て
「
関
税
率
表
」
と
い
う
。）第
二
九
二
二
・
四
二

号
の
一
に
掲
げ
る
物
品

中
華
人
民
共
和
国

六
三

関
税
率
表
第
七
一
・
一
三
項
に
掲
げ
る
物
品

中
華
人
民
共
和
国

六
八

関
税
率
表
第
七
二
〇
二
・
六
〇
号
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち

ニ
ッ
ケ
ル
の
含
有
量
が
全
重
量
の
三
三
％
未
満
の
も
の

マ
ケ
ド
ニ
ア
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ア
共
和
国

コ
ロ
ン
ビ
ア

七
七

関
税
率
表
第
八
一
・
〇
三
項
、第
八
一
〇
六
・
〇
〇
号
、第
八
一
・

〇
七
項
、
第
八
一
〇
八
・
九
〇
号
、
第
八
一
一
一
・
〇
〇
号
、
第

八
一
一
二
・
二
一
号
、
第
八
一
一
二
・
二
二
号
、
第
八
一
一
二
・

二
九
号
、
第
八
一
一
二
・
五
一
号
、
第
八
一
一
二
・
五
二
号
、
第

八
一
一
二
・
五
九
号
、
第
八
一
一
二
・
九
二
号
、
第
八
一
一
二
・

九
九
号
又
は
第
八
一
一
三
・
〇
〇
号
に
掲
げ
る
物
品

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国

二

輸
入
額
等
が
限
度
額
等
を
超
え
る
こ
と
と
な
っ
た
月

平
成
二
十
一
年
十
月

平成™˜年˜˜月š—日 月曜日 (号外第™œ˜号)官 報
保
岡

興
治

衆
議
院
議
員

保
岡
興
治
後
援
会
連

合
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
永

田
町
二
e

一
七
e

一

〇

東
京
都
千
代
田
区
永

田
町
二
e

一
e

二

吉
田
六
左
エ

門

衆
議
院
議
員

豊
政
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

新
潟
県
新
潟
市
中
央

区
関
屋
田
町
一
e

四

八

新
潟
県
新
潟
市
中
央

区
八
千
代
二
e

二
八

〇
e

二

米

正
剛

衆
議
院
議
員

日
本
の
進
路
２
１

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
大

手
町
一
一
e

一
四

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
北

田
町
五
e

八

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
船

間
町
二
八
六
五
e

五

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
大

手
町
一
一
e

一
四

若
泉

征
三

衆
議
院
議
員

総
研

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
井
県
福
井
市
菅
谷

二
e

七
e

一

福
井
県
越
前
市
横
住

町
三
八
e

二
四

代
表
者

の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

資
金
管
理
団
体
で

な
く
な
っ
た
旨
の

届
出
年
月
日

上
條

密
門

長
野
県
議
会

議
員

現
代
思
想
研
究
会

長
野
県
松
本
市
旭
二
e

一
一
e

一

二
一
、

三
、
二
七

備
考

現
代
思
想
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
死
亡
に
伴
う
届
出
で
あ
り
、
資
金
管
理

団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
は
上
條
密
門
で
あ
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
五
百
四
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
指

定
の
取
消
し
等
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

届
出
を
し
た

者
の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者

の
氏
名

資
金
管
理
団
体
で

な
く
な
っ
た
旨
の

届
出
年
月
日

小
野

晋
也

衆
議
院
議
員

Ｏ
Ａ
Ｋ
・
Ｔ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
フ
ォ
ー
ラ
ム

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

二
e

一
e

二

小
野

晋
也

二
一
、

八
、

四

加
藤

紀
文

参
議
院
議
員

紀
伸
会

東
京
都
中
野
区
中
央
四
e

一
四
e

一
九

加
藤

紀
文

二
一
、
一
〇
、

八

佐
藤

剛
男

衆
議
院
議
員

福
活
２
１

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

二
e

一
e

二

佐
藤

剛
男

二
一
、

八
、
一
七

鈴
木

恒
夫

衆
議
院
議
員

鈴
木
恒
夫
政
経
研

究
会

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区

新
横
浜
三
e

一
八
e

五

鈴
木

恒
夫

二
一
、

九
、
一
〇

萩
山

教
嚴

衆
議
院
議
員

教
友
会

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

二
e

二
e

一

萩
山

教
嚴

二
一
、

八
、
二
〇

〇
財
務
省
告
示
第
三
百
八
十
四
号

関
税
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
八
条
の
四
第
一
項
後
段
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
特
恵

鉱
工
業
産
品
等
に
つ
い
て
、
一
の
特
恵
受
益
国
等
を
原
産
地
と
す
る
一
の
特
定
特
恵
鉱
工
業
産
品
等
の
輸
入
額
等
が
限

度
額
等
の
五
分
の
一
を
超
え
る
こ
と
と
な
っ
た
特
恵
受
益
国
等
、
特
定
特
恵
鉱
工
業
産
品
等
及
び
月
を
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

財
務
大
臣

藤
井

裕
久

一

次
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
関
税
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
別
表
第
三
の
区
分
に
応
じ
、
次

表
の
中
欄
に
掲
げ
る
特
定
特
恵
鉱
工
業
産
品
等
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
特
恵
受
益
国
等

〇
財

務

省

農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
告
示
第
十
四
号

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律

第
五
十
七
号
）第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、危

機
対
応
業
務
及
び
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
し

必
要
な
事
項
を
次
の
と
お
り
定
め
、
平
成
二
十
一
年
八
月

財

務

省

農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
告
示
第
十
二
号
の
全
部
を
改
正
す
る
の
で
、

告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

財
務
大
臣

藤
井

裕
久

農
林
水
産
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

小
沢

鋭
仁

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

（
対
象
と
す
べ
き
事
案
）

第
一
条

対
象
と
す
べ
き
事
案
は
、
国
際
的
な
金
融
秩
序

の
混
乱
に
関
す
る
事
案
と
す
る
。

（
実
施
期
間
）

第
二
条

実
施
期
間
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
末
日
ま
で

と
す
る
。

（
危
機
対
応
業
務
の
対
象
と
な
る
者
）

第
三
条

危
機
対
応
業
務
の
対
象
と
な
る
者
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

行
政
庁
か
ら
業
務
停
止
命
令
等
を
受
け
た
金
融
機

関
を
取
引
金
融
機
関
と
す
る
中
小
企
業
者
等
（
株
式

会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第

五
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）別
表
第
一
第
十

四
号
の
中
欄
に
掲
げ
る
者
及
び
株
式
会
社
日
本
政
策

金
融
公
庫
法
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
百
四
十

三
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
四
条
第
二
号
イ
か

ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
特
別
目
的
会
社

（
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律

第
百
五
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
目
的

会
社
及
び
事
業
内
容
の
変
更
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ

れ
と
同
様
の
事
業
を
営
む
事
業
体
を
い
う
。
第
六
条

第
一
項
第
五
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
い
た
も
の

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
取
引
金
融
機
関
か
ら
総

与
信
高
の
減
少
等
を
要
求
さ
れ
た
中
小
企
業
者
等
で

あ
っ
て
、
中
長
期
的
に
、
資
金
繰
り
が
改
善
し
、
か

つ
、
経
営
が
安
定
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の

二

国
際
的
な
金
融
秩
序
の
混
乱
に
伴
う
景
況
悪
化
に

よ
り
、
一
時
的
に
売
上
の
減
少
そ
の
他
の
業
況
の
悪

化
を
来
し
て
い
る
中
小
企
業
者
等
で
あ
っ
て
、
中
長

期
的
に
、
そ
の
業
況
が
回
復
し
、
か
つ
、
そ
の
事
業

が
発
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の

三

国
際
的
な
金
融
秩
序
の
混
乱
に
よ
る
関
連
企
業
の

倒
産
に
よ
り
、
一
時
的
に
経
営
に
困
難
を
来
し
て
い

る
中
小
企
業
者
等
で
あ
っ
て
、
中
長
期
的
に
、
経
営

が
安
定
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の

四

国
際
的
な
金
融
秩
序
の
混
乱
に
よ
り
、
一
時
的
に

業
況
又
は
資
金
繰
り
の
悪
化
を
来
し
て
い
る
中
堅
企

業
等
で
あ
っ
て
、
中
長
期
的
に
、
そ
の
業
況
が
回
復

し
、
か
つ
、
そ
の
事
業
が
発
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
も
の
又
は
そ
の
資
金
繰
り
が
改
善
し
、
か
つ
、

経
営
が
安
定
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の

五

国
際
的
な
金
融
秩
序
の
混
乱
に
よ
り
、
一
時
的
に

業
況
又
は
資
金
繰
り
の
悪
化
を
来
し
て
い
る
中
堅
企

業
等
（
経
済
成
長
戦
略
大
綱
（
平
成
十
八
年
七
月
六

日
財
政
・
経
済
一
体
改
革
会
議
決
定
）
等
に
お
け
る

新
産
業
の
創
出
又
は
活
性
化
を
図
る
事
業
そ
の
他
の

企
業
活
力
の
向
上
に
資
す
る
事
業
を
実
施
す
る
も
の

に
限
る
。）で
あ
っ
て
、
そ
の
経
営
基
盤
の
安
定
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
中
長
期
的
に
、
そ
の
業
況
が
回
復

し
、
か
つ
、
そ
の
事
業
が
発
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
も
の
又
は
そ
の
資
金
繰
り
が
改
善
し
、
か
つ
、

経
営
が
安
定
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
対
し

て
、
出
資
並
び
に
資
金
の
拠
出
及
び
貸
付
け
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
組
合
又
は
事
業
体
（
投
資
事
業

˜—
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